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無形文化財 「須釜念仏踊り」

今から約 300年前＇仏の供養と Lて 14. 15オの男女が踊ったことに始まり

現在では 須釜民芸保存会が姐織されて 世話人や役員の指導によって 15 
オ以下の娘が お盆に新盆の家を 踊つて延ることになっている

日
新
米
穀
年
度
の
始
ま
り

三

日

'
J

文
｀
ル
2

の
日
＇

終
戦
前
は
明
治
節
と
い
わ
れ
た
祝
日
で
あ

っ
た
が
、
戦
后
は
文
化
の
日
と
名
称
も
変

り
、
文
明
の
時
代
に
生
き
る
我
々
は
、
9

文

化
生
活
の
出
来
る
今
日
に
感
謝
し
、
文
化

の
発
展
を
祈
り
つ
つ
楽
し
い
一
日
を
過
し

ま
し
よ
う
。
4

日

八
暦
の
二
十
四
節
気
の
一
節
気
で
、
太
陽
が

春
分
点
を
出
発
点
と
し
て
、
再
び
春
分
点

に
帰
る
ま
で
一
回
り
三
百
六
十
度
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
二
十
四
等
分
し
た
も
の
が

節
気
で
期
間
は
約
十
五
日
で
す
。
向
寒
を

前
に
心
身
を
鍛
え
て
寒
さ
に
負
け
な
い
体

を
つ
く
つ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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十

一

日
r

ハ
世
界
平
和
記
念
日

現
在
各
地
に
お
い
て
、
｀
紛
争
が
起
つ
て
い

、
る
が
困
っ
た
事
で
あ
る
。
一
日
も
早
く
地

球
上
よ
り
戦
争
を
な
く
し
、
明
る
い
世
界

と
な
り
、
月
世
界
旅
行
の
実
現
を
早
く
願

い
た
い
も
の
で
あ
る
。

二
十
三
日
勤
労
感
謝
の
日

勤
労
あ
っ
て
の
み
収
か
く
の
秋
を
迎
え
ー
ニ

文
化
生
活
が
出
来
る
の
で
、
勤
労
精
神
ほ

ど
貴
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
に
よ
｝
ーi
バ

、

、

し
し
び
れ
る
こ
と
な

L.fr勤
労
精
神
を
い
っ
｀
～

ち
か
い
ま
し
よ
う
。

一

.— 

十
一
月
の
こ
よ
み
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部落名 I昭和40年国勢調査結果

世帯数I男 I 女 I 計
国鸞雷贔Iへ比較ふ増減I担 、当調査員名
世帯数1人口世帯数1人口

川辺

蒜 生
一
高

中

4ヽ
 

196 533 

40 I 117 

58411. 1111 19s 11,25o I△ 21△ 133 
114 . :231 

熊田富雄鈴木由之助
矢吹正美双里正義

219 570 
嘉

135 

岩法寺

竜崎

計

78 

334 697 

241 

、42 . 243△ 
1 ・、・: 2△ 12 真引敬吉

・. . --. 
592 1, 162 219. i'~236 . 0△ 74 関根好光溝井庄八

｀ 

. . . -

一
•• 関根源一．， 関根•• 武ク

19△'8吉田宇一小針英章
永林政吉

82 I 553 I△ 4△ 67 大竹代ー

363 

245 I 486 

116 705 男

村越正臣

130 371 401 I 772 135 I 857 I△ 51△ 85 小林滋
鈴木吉典

小林嘉尤

798 ¥2, 166 12, 299・14,465 792 14,844 ?I△ 379 

南須釜
' 

北須釜

吉
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781 

435 
： 

221 

807 11.588 

445 

235. 

880 

456 

、28811.621 

r -76 : 488 

51△ :,33 

71△ 58 

11△ 32 

小原正義八木喜代春
木戸痙吉相楽伝吉
円谷房吉大野愧久
青山孝
草野安治佐久間安蔵
矢吹義三一瀬谷喜代治

須釜嘉美森鶴義

佐

藤

季

石

森

清

相

楽

伝

我

妻

直

鈴

木

、―――

c
感

謝

状

庁
舎
・
公
民
館
工
事
者

渡

辺

義

七

郎

庁
舎
建
設
設
計
監
督
者

山小屋 ,:s2 125 

四辻新田1,_: 62 169 

164・

174: ・ヽ・・, 

289 

343 I: 

53 I 297 I△ 

59 1.: 368 

11△ . 8 

31△ 25 

石森辰治

石井嘉一

真野目照治

鈴木浅治

~I戸合計 11,435i3,s91 4; 124 is,021 t,4?8 a,556 

計 11△ 156 
、. .

叶△535 l 
ヽ ，； ．ら、 ・.、 ;:

味

原

農
業
協
同
組
合

泉

村

溝

井

一

郎

大

竹

代

次

坂

本

健

一

須

藤

美

喜

雄

仁

井

田

保

治

溝

井

貞

男

須

釜

車

田

金

重

国
勢
調
査
の
結
果
ま
と
ま
る

わ
が
村
の
人
口
は
八

0
ニ
ー
人

去
る
十
月
一
日
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
、
調
査
員
各
位
の
非
常
な
る
努
力
と
協
力
に

よ
り
ま
し
て
，
．県
の
審
査
会
も
無
事
終
了
致
し
左
記
の
様
な
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
．

た
。
こ
A

に
調
査
員
各
位
の
努
力
に
対
し
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

治

佐

久

間

政

男

春
公
民
館
改
造
設
計
監
督
者

蔵

塩

訳

謙

司

庁
含
・
公
民
館
工
事

喜良

現

場

主

任
，

小

川

幸

徳

庁
舎
敷
地
提
供
者

．[

本

田

吉

之

助

‘

車

≫
田

幸

一
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テ
レ
ピ
に
も
映
っ
た

村
民
体
育
祭

役
場
庁
舎
落
＾
っ
た
区
長
さ
ん
を
先
頭
に

成
と
玉
川
村
合
各
選
手
が
そ
れ
に
続
き
、

併
十
周
年
記
念
口
鼓
笛
の
リ
ズ
ム
に
合
せ
て

行
事
と
し
て
行
グ
ラ
ソ
ド
を
一
周
、
堂
々

わ
れ
た
村
民
大
の
入
場
行
進
を
行
い
、
大

体
育
祭
は
、
去
会
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
ら

る
十
月
九
日
泉
せ
た
。

中
学
校
々
庭
に
開
会
式
は
国
旗
掲
揚
、

開
催
、
大
盛
況
大
会
長
、
審
判
長
の
挨
拶

の
う
ち
に
お
わ
が
あ
っ
て
式
を
お
わ
り
、

っ

た

。

参

加

者

全

員

雲
―
つ
な
い
秋
晴
れ
の
オ
体
操
を
皮

好
天
候
に
恵
ま
れ
た
十
月
切
り
に
プ
ロ

九
日
午
前
九
時
半
、
澄
み
グ
ラ
ム
が
進

き
っ
た
大
空
に
響
き
わ
た
む
に
つ
れ
て

る
，
．
花
火
を
合
図
に
、
指
揮
珍
プ
レ
ー
が

者
を
先
頭
に
日
の
丸
、
こ
須
続
出
観
衆
を

釜
小
の
鼓
笛
隊
続
い
て
各
湧
か
し
、
て
い

部
落
の
。
フ
ラ
カ
ー
ド
を
持
た
。
村
内
各

学
校
自
慢
、
泉
中
の
機
械

体
操
、
須
釜
中
の
aJ
ズ
ム

運
動
、
．
郷
釜
小
の
鼓
笛
行

進
、
小
高
小
の
見
ス
ム
運

動
、
川
辺
小
の
組
体
操
等

の
参
加
、
特
に
三
百
年
の

伝
統
を
持
つ
無
形
文
化
財

「
須
釜
念
仏
踊
」
と
竜
崎

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
竜

崎
平
鍬
踊
」
の
特
別
参
加

に
よ
り
大
会
に
一
層
の
花

を
添
え
た
。

叉
部
落
対
抗
各
種
リ
レ

ー
決
勝
と
も
な
れ
ば
、
各

部
落
の
応
援
団
熱
狂
的
な

声
援
よ
ろ
し
く
、
大
会
気

分
を
最
高
に
盛
り
上
ら
せ

た
。
続
い
て
本
大
会
随
一

の
呼
び
も
の
仮
装
行
列
ぱ

泉
中
の
校
庭
一
周
で
は
入

場
し
き
れ
な
い
約
三
百
人

か
ら
の
大
参
加
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
て

の
行
列
、
そ
れ
を
見
物
の

大
観
衆
、
ま
さ
に
開
び
や

く
以
来
の
人
出
で
あ
る
。

仮
装
は
助
役
さ
ん
等
五

人
の
審
査
員
が
審
査
を
し

た
結
果
、
一
位
（
私
達
の

屋圏屈
9

)

f

J

 

歩
ん
だ
道
）
中
、
二
位
（
農

村
女
性
の
あ
ゆ
み
）
小
高
、

（
赤
穂
浪
士
）
吉
婦
人
会
、

（
郵
便
配
達
百
年
史
）
川
辺

郵
便
局
、
三
位
蒜
生
、
岩

法
寺
、
南
須
釜
、
北
須
釜

竜
崎
、
山
小
屋
の
各
婦
人

会
、
そ
れ
に
母
子
セ
ソ
ク

ー
職
員
で
し
た
。
部
落
対

抗
リ
レ
ー
の
小
中
学
生
、

1
淘
汰
率
の
考
え

も
う
け
る
に
は
生
産
費

を
安
く
す
る
こ
と
に
し
ぽ

ら
れ
る
。
卵
価
は
一
七
〇

円
の
と
き
産
卵
率
が
五
〇

％
で
は
赤
字
、
七
五
％
で

は
黒
字
と
な
る
一
方
一
四

0
円
と
云
う
安
い
卵
価
で

も
産
卵
率
が
七
五
％
な
ら

赤
字
と
は
な
ら
な
い
。
産

卵
率
を
あ
げ
る
に
は
ヱ
サ

や
飼
育
管
理
面
の
方
法
が

あ
る
が
大
切
な
こ
と
は
洵

汰
の
や
り
か
た
だ
。
全
国

的
に
年
間
淘
汰
率
は
四
〇

i
六
0
％
前
後
だ
が
、
専

業
で
は
八

0
％
以
上
も
あ

る
。
し
か
し
規
模
の
小
さ

い
農
家
で
は
補
充
の
た
め

の
育
成
費
が
か
さ
む
の
で

洵
汰
率
を
弱
め
る
必
要
が

あ
る
。
洵
汰
率
は
基
準
を

青
年
団
、
婦
人
会
、
消
防

団
、
年
令
別
の
総
合
の
成

績
は
次
の
通
り
で
し
た
。

一
位
川
辺
、
二
位
南
須
釜

三
位
小
高
、
四
位
北
須
釜

五
位
竜
崎
、
六
位
中

尚
こ
の
体
育
祭
の
模
様

は
N
H
K
テ
レ
ビ
で
同
日

午
後
九
時
十
五
分
よ
り
放

送
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
け
る
経
営

よ
う
や
く
卵
価
も
上
向
気
運
を
見
せ
て
い

る
が
ひ
と
こ
ろ
の
卵
価
安
に
ニ
サ
高
で
も

う
け
は
三
八
年
頃
の
三
分
の
一
と
な
り
、

ま
た
二
、

‘
0
0
0羽
以
下
は
殆
ん
ど
赤
字

と
な
っ
て
い
る
。
い
か
に
し
た
ら
も
う
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
六
つ
の
ボ
イ

ソ
ト
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た
い
。

五
0
％
に
お
く
の
が
適
当

で
あ
ろ
う
。

2
エ
サ
代
の
節
約

生
産
費
の
占
め
る
ニ
サ

代
は
約
七
―
―
-
％
で
一
、

0

0
0羽
1

日
当
り
約
四
、

0
0
0円
一
日
一
羽
四
円

と
な
る
。
と
こ
ろ
が
エ
サ

代
は
メ
ー
カ
ー
、
地
域
に

よ
っ
て
大
き
く
違
つ
て
い

る
。
配
合
飼
料
に
し
て
も

kg
当
り
六
円
の
差
が
あ

る
。
こ
れ
を
一
ケ
年
間
一

3
ヒ
ナ
と
育
成
費

羽
で
四
二
kg
た
べ
る
と
す

れ
ば
二
五
二
円
の
差
に
な

り
一
、

0
0
0羽
だ
と
二
次
に
生
産
費
に
か
な
り

五

0
、

0
0
0円
ち
が
つ
の
比
重
を
占
め
る
の
が
ヒ

て
く
る
。
包
装
飼
料
で
な
ナ
代
と
育
成
費
で
と
く
に

く
バ
ラ
取
だ
ど
三
四
円
位
外
国
鶏
の
場
合
は
導
入
で

安
く
買
い
る
。
ま
た
配
合
問
題
が
あ
る
。
外
国
鶏
は

内
容
を
指
定
す
る
指
定
配
一
七

0
~
ニ
0
0円
と
国

合
飼
料
を
ベ
ラ
取
り
す
る
産
鶏
の
二

i-―
―
倍
も
高
く

節平国全
、
(
•

i/°.00 

費

費

費

費

費

費

費

品

売

料

務

耗

剤

熱

販

雑

材

事

消

薬

光

―
―
―
―
―
―
-
•
―
―
―
-
い-1

と
更
に
安
く
な
り
三
二
円

位
で
手
に
入
る
。
小
さ
な

経
営
で
は
バ
ラ
取
り
は
で

き
な
い
の
で
数
一
戸
、
部
落

等
で
ま
と
め
て
買
う
こ
と

も
で
き
る
。
↓
4

ニ
サ
の
内
容
だ
が
一
―
-
‘

0
0
0羽
ま
で
と
六
、

O

0
0羽
以
上
が
配
合
に
た

よ
り
、
そ
の
中
間
層
二

l

三
0
0羽
ク
ラ
ス
が
自
給

と
配
合
を
使
っ
て
い
る
の

が
よ
い
が
、
加
工
代
一
羽

当
り
五
ー
六
銭
そ
れ
に
労

力
を
く
ぅ
難
点
が
あ
り
飼

育
規
模
、
労
働
力
な
ど
か

ら
得
と
も
云
え
な
い
点
も

あ
る
。

1日 10羽基準収支表 り大る度七ー当
ヽ近き三で七 り

．． 入 支出差引代＜七一円四の

rut~~ 閉孟喜t□8喜
76~5 、 7.31 83:81 6i.66 22_.15 とべ四楔九円費 るがと環り充低て産る＇材収

い 1五準九‘は現を 4 ? 必高境特がい生と
うし 0 と四最‘在

°料益
つ施．要いのに多た存比又 の

言ムて円さ円低最ーめ設 で技完衛くめ率較国と圧
1おをれ程五高羽る費 あ術備生な補がし内な迫

はてやが卵らのは 例防栽自が収どに云大円を 要のう見理被育ー病い．＾ あををだいた木
なる‘洵しか場必養 6 も剤培家多さはあへき最含年が使まにの害が度気‘養 5ろは高けわ安造
ら手こ汰て入合要鶏必あとし飼いれ‘るばい低む間あいでつ徹はふ発がと鶏病うかく安れいヶ
な段ん・更いつ二でにずるし‘料° ず―°使が六ツのる方もと底大え生’発くで気°るしいるも l
いと後新るてサあ限記°て強作あ無定 t::'い、］は薬° をなめできてす生にはを •こて施° のジ
もしの等の‘代るら帳 与化物る駄量夕すど七最剤 考いる予いいるし最病な と：生設要で鶏
の：て計経かどはがすす い栄に農に以ミぎち円高費、いがこ防° るとて近気く が産ではも舎
だな画営‘の月‘‘る て養二家な外ンのらと一へ 直....と早衛だ多お帝fがす・大の在’で十と
° くを‘診，こ位い養簿 い剤ラでるほ済u傾か巾八消 す薬が期生け頭りしこ 切増室き分い
：てり立断れ産く鶏記 る予をはの吸な向とが三毒 必剤い発管に飼:いわ で加率るとつ

ド
に
浮
か
さ
れ
て
過
剰
投

資
型
が
多
い
。
―
―
-
‘
―
―
―
2m

あ
た
り
八
ー
九
、

0
0
0

円
が
『
応
標
準
施
設
費
と

い
わ
れ
て
い
る
が
二
、
七

ool-―-、
0
0
0
円
の

収

産卵卓50%
値値 170円
産卵率75%
＿価格170円
卵価!cg当り
140円

産卵率5%
70.31I 61.66 
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